
大学院人文社会系研究科２００３年度夏学期ゼミ 
「ネットワーク時代の社会経済システム」 
＝シラバス（２００３年４月７日版）＝ 

 
担当：田中秀幸（社会情報研究所助教授） 
開講曜日・時限：火曜日４時限（１５：００－１６：４０） 
 
（概要） 

 情報通信技術の発達とデジタル・ネットワークの普及は、社会構成主体の関係を大 きく変容させつつある。
また、市場経済化の進展も社会経済システムの変容をもたら している。たとえば、こうした変化は、公的セク
ターと民間セクターのあり方に見る ことができる。本授業では、このような基本的問題意識を持ちながら、ネ
ットワーク時代の社会経済システム、特に経済の動態的な発展と技術革新をテーマとして、広い意味の経済学

的の領域を中心とした文献を読みつつ、参加者によるディスカッションによって進めていく。 
 
（単位取得要件・成績） 

 一回以上の文献発表及びレポート提出。成績は、授業の平常点及び提出レポートによる。 
（ただし、授業日程を含め受講者負担の観点から見直すことはあり得る） 
 
（レポートについて） 

 本ゼミのテーマに即したレポートを原則として授業後半（７月８日）に提出。 
 様式は、社会情報研究所紀要投稿規定（http://www.isics.u-tokyo.ac.jp/~lib/boshu.html）に準じる。分量は
１０ページ。 
 授業半ばにレポート・テーマを各自から発表し討議した後に、授業後半（７月８日）にレポート成果を各自

から発表。 
 
（授業日程） 

４月８日：イントロダクション 
４月１５日：経済の動態的発展と静態的発展について（講義） 

参考文献：シュンペーター[1977, 1995] 
４月２２日：技術パラダイムと技術軌道＜担当文献：Dosi[1982]＞ 
（５月６日：休講） 
５月１３日：レポート・テーマ発表＜各自からＡ４一枚の資料で、レポートのテーマを発表。＞ 
５月２０日：収穫逓増の経済＜担当文献：Arthur[1996]＞ 
５月２７日：イノベーション・ダイナミクス＜担当文献：Abernathy and Utterback[1978]＞ 
６月３：研究開発モデル＜担当文献：Klein and Rosenberg[1986]＞ 
６月１０社会システムの概観＜担当文献（Ｐ）：Simon[1996]＞ 
６月１７日モジュール論＜担当文献：Baldwin and Clark[1997]＞ 
６月２４日：半導体産業の技術革新＜担当文献：Carayannis and Alexander[2000]＞ 
７月８日：レポート発表＜各自からレポート成果を発表＞ 
７月１５日：まとめ 
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